
 

 

 

 

【5月 5日 全校朝会 校長講話より】 

 

自分と好きなものも嫌いなものも同じ、得意な

こと苦手なことも似ている友達とはきっと意見が

あってトラブルやケンカになることは少ないでし

ょう。しかし、自分の周りには自分とは違う考え

方の人はいるし、得意なこと苦手なことが全く逆

の人もいるはずです。そのような友達とどのよう

にしていけばうまく一緒に活動していけるのでし

ょうか。 

自分と同じ考え方をする人をトランプのような

形のカードにたとえてみます。好きなことや苦手

なことが似ているからすべて同じ形と考えてみて

ください。違う考え方をする人は、凸凹がたくさ

んあり同じ形でないジグソーパズルのピースのよ

うな形と考えましょう。凸は得意なこと、凹は苦

手なことといった具合です。 

トランプのような形のカードを並べて大きな形

を作っていくのは簡単そうですが、ジグソーパズ

ルはなかなか難しいですね。でも凸と凹は必ず合

うところがあり、完成した大きな形はすぐには崩

れません。結びつきが強いように感じます。友達

関係も似たようなところがあって、最初は自分と

共通点が見い出せずギクシャクした関係であって

も、一つひとつジグソーパズルのピースの形をよ

く見るように、相手を「深く理解」していけば、

「違い」はよい刺激となったり、助け合ったりす

ることにつながることもあります。 

あなたの友達関係はさらに広がっていきます。

これから宿泊活動

や運動会の準備が

進んでいきます。 

お互いの良さを

認め合い協力して

よい活動にしてい

きましょう。 

 

 

 

 

 

4 月 24 日に中学部の生徒総会がありました。

会長から令和 6 年度後期の活動報告と令和 7 年

度前期の活動方針について提案があった後、各

専門委員長から活動計画が示されました。議案

書は会員各自が用意したタブレットにて提示さ

れペーパーレスの総会となりました。 

役員の提案もそれに対する質疑も論理立った

わかりやすいものであり、発言の様子も堂々と

したものでした。自

分たちで主体的に

取り組む生徒会活

動をさらに推進す

ることを期待して

います。 

 

 

 

 

 

4月 30日に小学部による一年生を迎える会が

開かれました。上級生に手を引かれ、大きな拍

手で迎えられた 1 年生が入場し、会が始まりま

した。 

先ずは元気よく校歌を披露し、その後、図書

委員会によるパリ日○×クイズでパリ日の特徴

を一年生に伝えました。どの学年も協力して答

えを考え、出題ごとに話し合いの声で盛り上が

りました。最後はジャンケン列車です。体育館

には子どもたちの楽しそうな声と素敵な笑顔が

校訓 明るく楽しくたくましく「あ・な・た」を大切にする心のふるさとパリ日 depuis1973 
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凸と凹 
違いを認め合い、新たな力へ！ 

, 

atarasi 

主体的な生徒会活動に！ 

素敵な笑顔と元気な歌声が溢れました！ 
～ 一年生を迎える会 ～ 



満ち溢れました。 

児童会役員の素晴らしい企画とスムーズな進

行、パワーポイントを使ってのクイズの提示、

また上級生が準備してくれた校歌の歌詞がかか

れた掲示物も工夫が施され、どれも心のこもっ

た素晴らしいものとなりました。児童会会長の

歓迎の言葉、それに対する 1年生のお礼の言葉、

みんなでお行儀よくあいさつできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育の授業では、新体力テストが進んでいま

す。50m走やシャトルランなど記録の向上を目

指して懸命に取り組む姿は気持ちが良いもので

す。良い記録を目指して何回もチャレンジする

姿もありました。 

昨年の記録と比

較して、伸びはど

うだったでしょう

か。心も体もバラ

ンスよく成長して

いってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 7 日に今年も山下農園さんのご協力をい

ただき「農業実習」が開かれました。午前中に小

学部２，４年生、午後に中学部が、体育館西側と

校舎南側の畑にトマト、ブロッコリー、枝豆、シ

シトウ、トウモロコシ、メロン…など数種類の

野菜を植え付けました。 

日の当たり方と苗の丈を考えて植栽の場所を

決めること、根が水を求めて広がっていくよう

な水やりの仕方等、理科や技術科で学んだこと

を生かせる場面がたくさんありました。 

定植後に畑と植物に向けてうまく育ってくだ

さいと願いを込めてあいさつしました。山下さ

んの「作物の栽培においては、人が育てている

という意識をもつのではなく、人は自然と植物

の間にきっかけを与えているだけ、土と植物が

自分の力で育っていくのです。自然に感謝しま

しょう。」という言葉が印象的でした。 

植物は世話をしに来てくれた人の足音を聞い

て育つといわれます。 

これからは毎日畑に出かけお世話していくこ

とでしょう。 

 

記録は伸びたかな？ 

自然の恵みに感謝 
山下農園さんによる農業実習 

５．６月の主な予定 

・5/20～23中学部宿泊学習 

・5/26 内科検診 

・6/1 英検 一次 

・6/14 運動会 

・6/25～27期末テスト 

 

 


